
デジタル時代の図書館のあり方 

-r公立圃書館における電子図書館のサービスと 

辞澄｣閤査後の10年を振り返って 

~東京大学 

根本彰 

1はじめに 

基本的課程:貸出し園書館の枠組みを脱して. 

国義虎法に規定された園暮舘奉仕を行うた 
めにはどうしたらよいか 

市町村立国雷鋸が利用者をr集め｣.r関東｣ 
r貸出し｣を行うところとなったのは,ここ30年 

ほどである○ 

函館図書館の災害対応 

･不燃化建築 

･必死の消火活動 

･3月30ELの一部再開(斬M.雑社主から) 

･4月11日の全面開館 

･r従弗都市建築材料陳列所｣の開設 

-ビジネス支援,科学技術情報 

･r函館市従弗資料図書目録｣ほかの書抜活 

動 

本日の講演内容 

･1はじめに 

-貞軌禦田脚勉等阪t%*新規 

'fZL^Jil/盟.tq2T恥おけるt子帥舶サービスと課軌 

･8公立Egl書館の目的の再棟牡:貸出しと特報サービス 

･4t子書拝の流速と圃暮せ 

･5今攻の荘すじと公立囲書付の課鵡 

災害復興と図嘉館 

･｢商館大火における館長岡田健蔵の活動｣ (昭和9年3月31日) 

-衛溜乱 
ビ~L L士k､一一 

図書館は何のためにあるのか 

･地域的なアーカイブズの構築 

･知報基盤の提供 

･実務的な情報デ-タベースの捷供 

･レクリエーション文化の提供 



2r公立図書館における電子図書館のサ-ど 
スと許櫨｣(2001/2002) 

･1995年インターネット元年以降の電子化 

･全公園による全国調査の実施 

･8項目に分けて分析 

図書館のHPによるサービス ～)脚内.JZZ+ 
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(7)一次資料の電子化 
-県立43%,市区立6%,町村立2% 

-古文献,古文霊.古地図など著作権フリ-文献 

-行政資料の電子化,子ども紳士資料などの国書 

館オリジナル 

-二次資料の電子的発借:ポータル.パスファイン 

ダー 

(8)市民の情報リテラシー支援 
-lT所管会防催 

-情鰍)テラシー支援所産の実施は少ない 

糾図書館パッケージシステムの導入 

市立88%,町村立76%で棟串装備化 

パッケージシステムが図書館サービスを規定してい 

る側面があること 

(2)インターネットへの接続 

公立図書館のインターネット接続率は74% 

100%および高速化に向けて整備中 

(3)利用者開放インターネット端末 

開放率は35% 

回線高速化.無料化持ち込みPC無線LAN 

㈹ホームページの開設 
-園書館HP37%,計圃中54%で100%に向かう 

-回書盾の広報だけでなく,情報提供の手段 

(5)諌用データベースの利用 
-県立36%.市区立7%,町村立2,6 

-業務用が多く,利用者に開放するものは少ない 

-この時点ではcE川OMでの商用ヂ-タベースの 

方が普及(県立81%,市区立32%,lo瀦) 

(6)電子出版物の捷供- 
-圃書館で操供している例はきわめて少ない 

-権利関係が未解決 

3公立図書館の目的の再確認:㌔ 

貸出しと情報サービス 

･文部科学省協力者会議｢これからの園雷鋸 

億一地域を支える情報拠点をめざして-J 
(2006年3月) 
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作家樋口毅宏氏の｢貸出し猶予｣ 
の依頼表明く2011年2月) 
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76時市立国書☆(4月L4E]) 

4電子書籍の流通と図書館 

･国立国会図書館の納本図書デジタル化 

-近代デジタルライブラリー+2009年度補正予算 

127億円+著作権法31粂改正(第2項) 

-ほぼ1968年までの国内出版物のTl-ジタル化(圃 

魚ヂ-タ化)が琴7′ 

･これをどのように国民に｢提供｣していくのか 

司書資格の大学科目化と｢図書館 
情報技術論｣の新設(2010年4月). 

･r大学における図書館に関する科目｣の新殴 

-圃暮せ湊公布後60年で初めて 

･r図書館情報技術論｣の新設 
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国政レベルでの話し合い 

･三省デジ憩rデジタル.ネットワーク社会にお 

ける出版物の利活用の推進に関する懇餅 
会｣(2009-2010年度) 

･文化庁r電子喜藤の流速と利用の円滑化に 

関する検討会謙J(2010-2011年度) 
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5今後の遺すじと公立図書館の課 
題 

公卿のインフラ 

那 

恒車貞義面i軒 1 

これを使いこなし新しい情報発信 

の可能な職員体制, 
･公立図書館とは,地域学のサービス的基盤 

をつくることである 

･企画力とサービスマインドと技術力をもった耽 

員の必要性 
･L図書館林見はどの牧場でも必要とされるは 

ず 

｢電子書籍元年｣は空振りだつたが… 

･アメリカは,出版流通を集中的に誰静する枠 

組みがない-AmazonやGoOgleが電子出版 

がその代わりをする 

･ヨーロッパや日本にはその間をつなぐ歴史的 

な仕組みがいろいろと用意されている 
･新しい関係 

一国書館=公共セクター 

-出版-民間セクター 

大災害を経験したうえで再度問う 

･MLAとの関係も含めたr公立図書館の役割J 

-ア-力イブの役割を園書館,仲物せ,資料卓で再 

飼養していただきたい 
-デジタルア-力イブについても偶巷が必要 


